
単 位 数 4 科 1 年
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履 修 上
の 注 意

④

◎

◎

◎

※表中の◎は観点の中でより重視するところです。

学 習 目 標

○実習は週ごとに野菜・果樹・草花の３つの部門をローテーションで行います。
○危険防止のため、実習服・帽子を着用します。
○正規の時間割に組み込まれた週２時間（２単位）の総合実習(教科内実習）と放課後や
長期休業中に行う教科外実習（時間外実習）の２単位、計４単位で構成されています。時
間外実習は放課後・夏休み・冬休み・春休み等に行い、100％の出席で評価されますので
無断欠席等には注意してください。

①関心・意欲・態度

②思考・判断

③技能・表現

④知識・理解

実習ノート

①農業の各分野（野菜・果樹・草花）に関する専門的かつ総合的な技術を習得していき、
経営と管理の理解を深めます。

②管理能力や企画力など農業の色々な場面での仕事を想定しての能力や態度を身に付けま
す。

○　次の四つの観点に基づき、学習内容のまとまり（定期考査までを学習のひとまとま
　り）ごとに下の評価規準により評価を行い、学年末に５段階の評定に総括します。

科 目 名

使用教科書 なし

総合実習 学科･学年 農業総合単位

副 教 材 等

○欠席や遅刻がなく授業に参加しているか。
○実習中に服装の乱れがなく作業態度はよいか。
○主体的に参加し用とする態度が伺えるか。
○農具や道具に興味を示し、積極的に取り組もうとする姿勢が
あるか。
○周囲との協調を図り、作業を円滑に進めることができるか。

○指示された内容について、その内容を把握しきちっと動くこ
とができるか。
○指示された内容をさらに進化させ、自ら適切な判断をし、実
習に展開できるか。

○農具等について、指示通りに扱えるか。また次第に熟練した
技術を持つことができるか。
○作業方法に工夫が見られ、より効果的なやり方で取り組んで
いるか。
○実習ノート記録がきちっとまとめられているか。

○実習を通じて学習した内容について理解しているか。
○作物の生理・生態について理解しているか。
○実習を通して農業の各分野に幅広い見識を身に付けている
か。

学 習 評 価

評価方法＼観点

学習状況観察

鑑定競技



学
期

月
時
数

春まき草花の栽培管理

１繁殖

１収穫、調整

２市場出荷準備

140合計時間数

２鉢上げ

３定植

八重か一重かは、子葉の形
状からある程度わかるので
八重鑑別の技術を習得す
る。また、収穫の適期、調
整の仕方を学習し技術を習
得します。その他、販売実
習をすることで消費者から
じかに消費の動向を感じ
る。

たねまき後の鉢上げや仮植
の意味を理解し、技術を習
得する。
市場出荷の準備をする中
で、市場価格との駆け引き
による出荷調整を理解す
る。
球根の大きさの違いが花茎
の長さ、品質の差となって
あらわれることを学びま
す。また、収穫の適期、調
整の仕方を学習し技術を習
得する。その他、販売実習
をすることで消費者からじ
かに消費の動向を感じる。

４収穫・出荷

40

春まき草花の栽培管理

３収穫・調整・販売

１定植

３．農具の確認

１．作付け草花の見学

３班編制に分かれ草花が使
用している施設やその中で
作付けされている草花を理
解するとともに草花コース
の指導方針もあわせて理解
する。また、実習をスムー
ズに行うために農具がどこ
に保管されているかを確認
する。

２．施設の位置確認

ユリの栽培管理・収穫・調整

学 習 内 容

秋まき草花の栽培管理

農場見学

２仮植

4～7

１繁殖

学習活動（評価方法）

学習状況観察、服装、実
習ノート

たねまき後の鉢上げや仮植
の意味を理解し、技術を習
得する。
市場出荷の準備をする中
で、市場価格との駆け引き
による出荷調整を理解す
る。

学習状況観察、服装、実
習ノート

１繁殖

２鉢上げ

3
1
～

3
20

年度当初に立てた計画の良
い点や悪い点を振り返る。
そして、反省点の原因を究
明し、将来の農業経営のビ
ジョンに役立たせる。

栽培計画のまとめ

２鉢上げ

1

2 8
～

1
2

学習状況観察、服装、実
習ノート

学 習 の ね ら い

４収穫・出荷

ストック・ユリの栽培管理・収穫・調整

春まき草花のたねまき方法
と用土の種類、性質を理解
する。

収穫の適期、調整の仕方を
学習し技術を習得する。そ
の他、販売実習をすること
で消費者からじかに消費の
動向を感じる。

80

ストックの栽培管理・収穫・調整

１繁殖

４収穫・調整・販売

２仮植

２栽培管理


